
滋賀の水利年表滋賀の水利年表

縄文～弥生
稲作伝来

古墳～飛鳥
井堰・ため池
条里制

明治～大正
耕地整理
南郷洗堰

平成
みずすまし
構想

昭和初期
大規模水利
施設計画

昭和後期
合同井堰
琵琶湖総合開発
ほ場整備

奈良
荘園開発

鎌倉～室町
惣村成立

戦国～江戸
むらの成熟

平安

3 世紀中頃

8 世紀初頭

8 世紀末

12 世紀末

15 世紀後半

19 世紀後半

20 世紀前半

20 世紀中頃

20 世紀末

Ⅰ 01-1　
技術の向上
と水利
○稲作伝来と
　湖辺の水田

○鉄器の普及と、
　湧水、ため池、
　河川かんがい
　の広がり

Ⅰ 02-2　
古来より開発
が進んだ河川
農業水利
○「小さな自然」
　の滋賀の川

Ⅰ 02-1　
琵琶湖の水位
変動と湖辺の
かんがい
○琵琶湖の水位と
　湖水利用の変遷　

Ⅰ 01-2　
むらの成り
立ちと水利
○条里開発と
　区画整理

○荘園の盛衰と
　むらの成熟

Ⅰ 01-3　
水利の近代化
と開発
○明治・大正
　・昭和の近代化

Ⅰ 02-3　
補給水として
開発が進めら
れた地下水
○地下水くみ上げ
　方法の変遷

Ⅰ 02-5　
伝統を誇る
持続可能な
稲作文化
○悠紀斎田の
　御田植

○雨乞い信仰と
　郷祭

Ⅰ 02-4　
安定した水利
のもと古来よ
り発達した農
村のむら社会
○中世のむらの
　成立と変遷

○近江の惣村

○むらによる水利
　の維持管理

Ⅰ 01-4　
環境保全と
自然との共生
○環境に配慮した
　滋賀独自の取り
　組み

○次世代に向けて
　進めている現在
　の取り組み

○むら同士の
　水争い

○江戸時代以降に
　おける湖水利用
　の変遷

○近代以降の河川
　かんがいの発達

○現在も利用され
　る地下水かん
　がい

○戦後の水利開発

○琵琶湖総合開発


